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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第２区分
【発行日】平成24年8月30日(2012.8.30)

【公開番号】特開2012-135782(P2012-135782A)
【公開日】平成24年7月19日(2012.7.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-028
【出願番号】特願2010-288671(P2010-288671)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｋ  26/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｂ２３Ｋ  26/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｋ  26/00    　　　Ｎ
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｂ２３Ｋ  26/00    　　　Ｍ
   Ｂ２３Ｋ  26/38    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月6日(2012.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムを切断するために当該フィルムにレーザー光を照射するレーザー光照射装置で
あって、
　レーザー光を発振するレーザー光発振機と、
　レーザー光発振機から発振されたレーザー光を二つに分岐し、分岐させたレーザー光の
うちの、一方のレーザー光をフィルムに照射するビームスプリッターと、
　分岐されたレーザー光のうちの、他方のレーザー光の強度を測定する測定装置と、
　測定された強度から上記レーザー光発振機の出力値を算出し、設定値に対する上記出力
値の大小を判断して、上記レーザー光発振機の出力値を設定値に近づけるようにＦＴＳ(f
ull time stabilizer)システムを採用してフルタイム補正する補正装置と、
を備えていることを特徴とするレーザー光照射装置。
【請求項２】
　フィルムを切断するために当該フィルムにレーザー光を照射するレーザー光照射方法で
あって、
　レーザー光発振機から発振されたレーザー光を二つに分岐させ、分岐させたレーザー光
のうちの、一方のレーザー光をフィルムに照射すると共に、他方のレーザー光の強度を測
定し、
　測定した強度から上記レーザー光発振機の出力値を算出し、設定値に対する上記出力値
の大小を判断して、上記レーザー光発振機の出力値を設定値に近づけるようにＦＴＳ(ful
l time stabilizer)システムを採用してフルタイム補正することを特徴とするレーザー光
照射方法。
【請求項３】
　上記測定装置は、分岐されたレーザー光のうちの、透過光の強度を測定するようになっ
ていることを特徴とする請求項１に記載のレーザー光照射装置。
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【請求項４】
　上記測定装置がパワーセンサーであることを特徴とする請求項１または３に記載のレー
ザー光照射装置。
【請求項５】
　上記レーザー光発振機がＣＯ２ レーザー光発振機であることを特徴とする請求項１，
３または４に記載のレーザー光照射装置。
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